
防
衛
省
は
３
月
24
日
、
陸
海

空
自
衛
隊
の
実
動
部
隊
を
平
時

か
ら
戦
時
ま
で
一
元
的
に
指
揮

す
る
「
統
合
作
戦
司
令
部
」
を

東
京
・
市
ヶ
谷
の
防
衛
省
に
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
統
合
作
戦
司
令
部
の
創

設
は
、
２
０
２
２
年
12
月
の
安

保
３
文
書
で
初
め
て
明
記
さ
れ
、

「
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
部

と
調
整
す
る
機
能
」
の
た
め
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
防
衛
省
は
、

統
合
作
戦
司
令
部
が
敵
基
地
攻

撃
能
力
を
一
元
的
に
指
揮
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長
官
が
来

日
し
、
３
月
30
日
に
中
谷
防
衛

相
と
防
衛
省
で
初
め
て
会
談
。

日
米
の
司
令
部
機
能
強
化
に
向

け
た
「
指
揮
統
制
枠
組
み
向
上
」

を
確
認
し
ま
し
た
。
ヘ
グ
セ
ス

氏
は
、
在
日
米
軍
司
令
部
を

「
統
合
軍
司
令
部
」
に
再
編
成

す
る
た
め
体
制
を
強
化
す
る
と

初
め
て
表
明
し
ま
し
た
。

防
衛
省
が3

0

日
に
発
表
し
た

「
日
米
防
衛
相
会
談
の
概
要
」

で
は
、
各
々
の
国
が
防
衛
力
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

実
現
の
た
め
に
両
国
が
緊
密
に

協
力
し
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・

対
処
力
を
一
層
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
両
閣
僚
は
米

国
に
よ
る
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

能
力
を
使
用
す
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
ま
す
。

米
軍
は
、
日
常
的
に
防
衛
省
・

自
衛
隊
等
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
連
絡
・
調
整
を
行
う
サ
テ

ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
を
米
軍
・

赤
坂
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
麻
布

ヘ
リ
基
地
）
に
設
置
し
ま
す
。

米
軍
は
、
日
米
同
盟
の
あ
り

方
を
、
米
韓
同
盟
に
お
け
る
戦

時
の
指
揮
権
（
戦
時
作
戦
統
制

権
）
が
米
軍
指
揮
官
の
下
に
置

か
れ
る
体
制
を
「
モ
デ
ル
」
に

す
る
と
、
米
上
院
軍
事
委
員
会

公
聴
会
で
コ
ル
ビ
ー
国
防
次
官

候
補
が
証
言
し
て
い
ま
す
。

２
月
７
日
の
日
米
首
脳
会
談

共
同
声
明
で
は
、
「
日
米
同
盟

が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
及
び
そ
れ

を
超
え
た
地
域
の
平
和
、
安
全

及
び
繁
栄
の
礎
で
あ
り
続
け
る
」

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
米
同
盟

範
囲
を
拡
大
し
、
「
２
０
２
７

年
度
よ
り
後
も
抜
本
的
に
防
衛

力
を
強
化
し
て
い
く
」
と
約
束

し
て
い
ま
す
。

南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配

備
は
２
０
２
７
年
を
め
ど
に
進

め
ら
れ
、
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル

は
「
ブ
ロ
ッ
ク
１
」
射
程
９
０

０
キ
ロ
は
、
来
年
配
備
さ
れ
ま

す
。
台
湾
海
峡
一
帯
が
射
程
内

に
入
り
ま
す
。
射
程
を
１
０
０

０
キ
ロ
に
伸
ば
し
た
「
12
式
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
」
も
九
州
地
方

に
配
備
さ
れ
ま
す
。
射
程
距
離

が
２
０
０
０
キ
ロ
に
達
す
る

「
ブ
ロ
ッ
ク
２
Ａ
」
も
開
発
中

で
２
０
２
７
年
に
開
発
が
終
わ

り
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
は
射

程
３
０
０
０
キ
ロ
の
「
ブ
ロ
ッ

ク
２
Ｂ
」
も
登
場
し
ま
す
。

２
０
２
７
年
に
は
、
中
国
が

台
湾
に
武
力
侵
攻
す
る
可
能
性

が
高
い
と
想
定
さ
れ
、
防
衛
省

は
２
０
２
９
年
に
極
超
音
速
ミ

サ
イ
ル
を
実
戦
配
備
す
る
と
い

う
日
程
を
３
年
前
倒
し
、
三
菱

重
工
業
が
ミ
サ
イ
ル
の
量
産
体

勢
に
入
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
７7

年
に
は
、
日
米

の
軍
事
指
揮
体
制
、
統
合
防
空

ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）

体
制
が
整
い
、
韓
国
軍
の
よ
う

に
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮
下
に

組
み
込
ま
れ
た
「
日
米
連
合
軍
」

と
な
り
ま
す
。

日
本
が
「
捨
て
石
」
と
さ
れ

戦
場
化
す
る
、
こ
の
愚
か
で
危

険
極
ま
り
な
い
大
軍
拡
計
画
の

実
態
を
告
発
し
、
大
軍
拡
反
対

の
世
論
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
・
岸
本
正
人

政
府
は
国
会
に
、
「
重
要
電

子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行

為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」(

「
ネ
ッ
ト
監
視
・

サ
イ
バ
ー
先
制
攻
撃
法)

案
と
、

「
同
法
律
の
施
行
に
と
も
な
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律(

同
整
備
法)

」
案
の
二
つ

の
法
律
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

衆
議
院
で
は
、
わ
ず
か
な
審
議

で
可
決
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
国
や

企
業
な
ど
を
守
る
目
的
の
法
律

だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
民
の
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
警
察
な
ど
の
監
視
下
に
お
い

て
通
信
の
自
由
を
制
約
す
る
お

そ
れ
な
ど
、
見
過
ご
せ
な
い
問

題
が
あ
り
ま
す
。

憲
法
第
９
条
の
平
和
主
義
に

反
し
、
第
21
条
の
通
信
の
秘
密

を
侵
害
す
る
こ
の
法
案
に
つ
い

て
次
の
事
項
を
強
く
求
め
ま
す
。

◇
憲
法
に
反
す
る
「
ネ
ッ
ト
監

視
・
サ
イ
バ
ー
先
制
攻
撃
法
案
」

は
、
慎
重
審
議
の
う
え
、
廃
案

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
ご
賛
同
と
と
も
に
、

「
ネ
ッ
ト
監
視
・
サ
イ
バ
ー
先

制
攻
撃
法
案
」
の
廃
案
を
求
め

る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
c
h
n
g
.
i
t
/
h
y
D
j
q
y
N
h

N
V◇

４
月
18
日(

金)

18
：
30
～

都
立
青
山
公
園

◇
主
催
：
麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地

撤
去
実
行
委
員
会

U
R
L
:
h
t
t
p
:
/
/
a
z
ab
u.
e
x
p
.
j
p

首
都
上
空
で
の
米
軍
ヘ
リ
低

空
飛
行
を
許
す
な
！

六
本
木
へ
の
米
軍
実
戦
司
令

部
建
設
反
対
！

六
本
木
に
も
米
軍
基
地
は
い

ら
な
い
！

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
と
は
？
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日
米
連
合
軍
態
勢
へ

日
米
が
軍
事
司
令
部
を
設
置

「
サ
イ
バ
ー
先
制
攻
撃
法
案
」
を

廃
案
に

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
４
・18
集
会



首
都
東
京
の
ま
ん
中
、
港
区
六

本
木
７
丁
目
に
居
座
る
米
軍
基

地
。
公
称
「
赤
坂
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
」
。
私
た
ち
は
「
麻
布
米

軍
ヘ
リ
基
地
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
基
地
は
、
港
区
六
本

木
の
国
立
新
美
術
館
の
隣
に

２
６
３
９
７
㎡
を
占
め
、
敷
地

内
に
は
約
１
万
㎡
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
、
米
軍
準
機
関
紙
「
星
条
旗

新
聞
」
極
東
支
社
な
ど
の
ほ
か
、

第
５
０
０
軍
事
情
報
旅
団
は
じ

め
陸
海
空
三
軍
の
諜
報
機
関
の

事
務
所
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
地
に
は
、
横
田
の
在

日
米
軍
司
令
部
な
ど
か
ら
日
米

合
同
委
員
会
な
ど
に
出
席
す
る

米
軍
将
校
や
米
国
諜
報
機
関
員

な
ど
を
載
せ
た
軍
用
ヘ
リ
が
毎

日
何
度
も
飛
来
し
、
そ
の
た
び

に
周
辺
の
人
た
ち
は
墜
落
の
危

険
、
騒
音
、
振
動
、
風
害
、
排

ガ
ス
等
に
な
や
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

私
た
ち
港
区
の
労
働
者
・
住

民
は
１
９
６
７
年
以
来
こ
の
基

地
の
撤
去
運
動
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
地
元
港
区
議
会
も
ま
た

全
会
一
致
で
基
地
撤
去
を
た
び

た
び
決
議
し
、
区
長
自
ら
毎
年

関
係
省
庁
に
要
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
、
こ
の
基
地

に
米
軍
が
自
衛
隊
と
連
携
し
て

戦
争
を
行
う
た
め
の
共
同
実
戦

司
令
部
を
建
設
す
る
動
き
が
あ

る
こ
と
が
「
星
条
旗
新
聞
」
の

報
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
現
実
化
し
た

ら
、
ヘ
リ
飛
来
回
数
の
増
加
や

警
備
強
化
な
ど
で
周
辺
住
環
境

は
今
ま
で
以
上
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器

の
な
い
世
界
、
非
核
平
和
の
日

本
の
実
現
を
め
ざ
し
て
歩
こ
う
！

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

か
ら
４
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
ガ
ザ
・
中
東
で
の
殺
り
く
と

戦
闘
、
ロ
シ
ア
の
核
使
用
を
含

む
危
険
な
事
態
が
い
ま
な
お
続

い
て
い
ま
す
。
米
中
関
係
の
悪

化
の
中
で
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ

の
核
使
用
を
容
認
す
る
発
言
を

す
る
な
ど
危
険
な
悪
循
環
が
世

界
を
分
断
し
、
平
和
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

い
ま
の
世
界
は
一
部
の
大
国

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
時
代
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

「
希
望
の
光
」
と
な
っ
て
い
る

の
が
核
兵
器
禁
止
条
約
と
日
本

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
で
す
。
核
大
国
の
妨
害
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
国
は
国
連
加
盟
国
の

過
半
数
に
迫
る
94
か
国
、
批
准

国
は
73
か
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い

ま
す
。
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
へ
の
支
持
と
共

感
は
世
界
中
に
ひ
ろ
が
り
、
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
運
動
に
勢
い
を
与
え
て
い

ま
す
。

２
０
２
５
年
国
民
平
和
大
行

進
は
被
爆
80
年
に
ふ
さ
わ
し
い

平
和
行
進
に
す
る
た
め
、
全
都

か
ら
参
加
し
よ
う
。
平
和
行
進

ペ
ナ
ン
ト
を
集
め
広
島
・
長
崎

に
持
ち
よ
ろ
う
。
（
頒
価
千
円

※
送
料
実
費
）

被
爆
者
の
証
言
を
聞
く
会
や

原
爆
展
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

み
、
署
名
を
集
め
、
自
治
体
意

見
書
決
議
に
取
り
組
む
な
ど
し
、

８
月
の
世
界
大
会
広
島
・
長
崎

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

東
京→

広
島
コ
ー
ス

▽
５
月
６
日
（
火
・
休
日
）

12:

00
ス
タ
ー
ト
集
会

夢
の
島
・
第
五
福
竜
丸
展
示
館

前13:

00

夢
の
島
公
園
行
進
出
発

14:

10

東
陽
公
園
到
着
予
定

（
休
憩
）

15:

55

有
楽
橋
で
東
京
の
被
爆

者
が
合
流

16:

30

日
比
谷
公
会
堂
前
付
近

解
散

▽
５
月
７
日(

水)

東
京→

川
崎

９:

00

出
発
式

港
区
立
芝
公
園
平
和
の
灯
前

９:
20

芝
公
園
行
進
出
発

12:

20

平
和
の
森
公
園
（
昼
食

休
憩
50
分
）

13:

10

出
発

15:

00

多
摩
川
六
郷
土
手
公
園

15:

00
～
神
奈
川
に
引
継
ぎ
集

会２
０
２
５
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
東
京
実
行
委
員
会

T
E
L
0
3
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3
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）4
2
2
2

み
な
様
こ
ん
に
ち
は
！
今
回

は
昨
年
連
載
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
旅
の
第
３
話
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
事
情

が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
水
洗
で
す
が
、
水
圧
様
々

で
う
ま
く
流
れ
な
か
っ
た
り
、

私
は
ボ
ル
ソ
ワ
ァ
ヴ
ィ
レ
ツ
と

い
う
陶
器
の
町
の
工
場
で
詰
ま

ら
せ
て
し
ま
い
、
従
業
員
を
呼

ぶ
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
大
体
ど
こ
で
も
鍵
が
上
手
く

掛
か
ら
な
い
、
そ
し
て
掛
か
っ

た
は
い
い
が
上
手
く
開
け
ら
れ

な
い
の
で
す
。
日
本
人
が
入
っ

た
個
室
か
ら
は
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
『
あ
れ
？
い
や
だ
？

ど
う
な
っ
て
る
の
？
』
と
い
う

悲
鳴
じ
み
た
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、

男
女
の
区
別
が
よ
く
わ
か
ら
ず

扉
に
マ
ー
ク
が
○
と
▽
だ
け
で
、

し
か
も
木
の
扉
で
中
を
開
け
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い‥

な
ど
、

一
か
八
か
私
が
入
っ
て
み
る
と

見
事
に
男
性
の
方
で
中
の
方
々

に
平
謝
り
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
ど
こ
の
場
所
で
も
基
本

同
じ
な
の
で
す
が
、
重
厚
感
た
っ

ぷ
り
の
扉
が
厚
く
、
要
塞
み
た

い
な
ト
イ
レ
が
多
く
、
と
て
も

気
軽
に
入
り
に
く
く
、
何
重
に

も
固
く
重
い
扉
を
開
け
閉
め
し
、

や
っ
と
た
ど
り
着
く
、
そ
し
て

閉
ま
ら
な
い
流
れ
な
い
、
開
か

な
い
、
出
れ
な
い
、
そ
し
て
迷

い
戻
れ
な
い‥

ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ト
イ
レ
事
情
は
私
に
と
っ
て
は

ネ
タ
で
し
か
な
い
の
で
す
。
飛

行
機
の
も
含
め
て(

飛
行
機
の

話
し
は
報
告
し
ま
し
た
っ
け
？)

機
会
が
あ
れ
ば
い
つ
か
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
芋
地
獄(

思
い
出
す
だ

け
で
涙
が
出
て
く
る
、
一
番
美

味
し
か
っ
た
料
理
が
パ
ン
と
米

粉
麺
・
フ
ォ
ー)

を
語
ら
せ
て

貰
い
た
い
で
す
。

読
ん
で
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
次

回
を
お
楽
し
み
に
！
！

写
真
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
蜂
起
記

念
館
で
す
。

ナ
チ
・
ド
イ
ツ
と
戦
っ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
民
の
歴
史
が
満
載
で

し
た
。
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被
爆
80
年

２
０
２
５
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

響
子
の
旅
日
記


